
ガイド



衛生検査所倫理綱領

日衛協の組織

わたしたちは臨床検査を通して地域医療の一翼を担い国民の生命の維持と健康の増進に
寄与する業務であることを深く認識しなければならない

衛生検査所における検査実施に当っては法の精神を遵守し精度管理をはじめとして
定められた基準を守るためあらゆる努力を払わなければならない

医学の進歩に伴う臨床検査の発展に常に対応し学術技術の研修を怠らず
新しい検査技術の開発のための研究意欲を高揚しなければならない

衛生検査所は広く社会一般から他の医療機関と等しく
深く信頼されなければならない
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臨床検査を通して
国民医療の進歩・発展に貢献します

一般社団法人日本衛生検査所協会（日衛協）は、医療を支える臨床検査を通して、
国民の健康の維持、増進に寄与するためのさまざまな事業を行っています。
確かな医療を支えるのは、精度の高い検査技術と、検査に携わる者の信念、使命感です。
これからも、国民の健康を守る確かな検査に、全力で取り組みます。



日衛協の活動

測定結果が正しいものとなるように管理することを精度管
理といいます。臨床検査の精度管理には、検査施設ごとに行
なう「内部精度管理」と、医療・検査関連団体が検査施設を
対象に測定結果を調査する「外部精度管理」があります。
日衛協では、1975年に精度管理委員会を設置し、外部精度管
理調査、評価、調査結果検討会を行っています。現在、多くの
医療機関、検診機関等が精度管理調査に基づいた正確な検
査データを使用しており、大変重要な役割を担っています。
また、判読技術の向上と標準化に資することを目的に「血
液細胞形態アトラス」を発刊し活用しています。

検査精度保証に関する事業

教育・研修事業

調査研究事業

広報事業

衛生検査所に係る法令、制度の改正への取組み

適正営業の推進と普及活動

行政機関、関連諸団体との連携、協力の推進

臨床検査普及月間大会

血液細胞形態アトラス臨床検査精度管理調査結果検討会

確かな医療を支える日衛協―

精度管理

学術研究発表会

衛生検査所の検査精度の向上と学術技術の発展
を目的として、学術研究発表会を開催していま
す。発表内容は各企業の研究活動や、企業の枠
を超えた臨床検査全般に係る課題の検討結果な
ど多岐に亘り、日頃の研究、研鑽の成果を発表す
る場となっています。

学術研究
発表

1978年から毎年11月に、衛生検査所の技能向上
や臨床検査の正しい認識を一般社会に広めるこ
とを目的とした「臨床検査普及月間」を実施して
います。期間中に本部及び各支部で開催される
「月間大会」では、学術研究発表会や記念講演
が行われます。

臨床検査
普及月間
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私たちは、医療機関との連携を図り、
                 「確かな検査」をお届けします。
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日衛協認定士の認定証

生涯学習通信講座用のテキスト

日本臨床検査専門学院

日本衛生検査所協会・広報紙「ラボ」

臨床検査啓発ポスター 創立45周年記念映像

臨床検査普及本

臨床検査普及月間ポスター

協会誌「ラボ」（1978年創刊）、臨床検査普及
ポスターや協会創立記念映像の製作・発行、
単行本の企画・出版、エッセイ「検査がくれた
もの」の一般公募等を通して、臨床検査の普
及・啓発活動をしています。医療や健康に関し
ても広く国民に情報提供を行い、国民医療の
進歩・発展に貢献するために活動しています。

広報

検査関係者、有識者が参集して、臨床検査と
衛生検査所の今後の在り方について語り合う
「医療フォーラム21」を開催しています。国民
の健康維持、増進に寄与するため、そして臨
床検査普及のために「何ができるのか」「何
をすべきなのか」を闊達に討論する場です。

医療
フォーラム
21

常設委員会として、総務労務委員会、学術委員
会、広報委員会、全国営業委員会、医療制度検
討委員会、渉外委員会を設置しています。
また、専門委員会として生涯学習推進専門委
員会を、特別機関として精度管理委員会、遺伝
子検査受託倫理審査委員会等を組織し、それ
ぞれの委員会が所管事項について検討・推進
を行っています。

委員会

「日本臨床検査専門学院」は、1979年以降毎
年開講され、衛生検査所に勤務する臨床・衛
生検査技師および検査部門従事者の卒後教
育を実施しています。
そして、1996年に「生涯学習通信講座」がス
タート。2003年には、一定のカリキュラム修
了者を日衛協認定士（検査、営業）とする「資
格認定制度」が発足しました。これまでの認
定者は、3000人を超えています。

教育・研修



4月● 「検査前工
程の標準化
ガイドライン
－ 生化学,血
液学,血清学
的検査 －」
を策定

5月● 「臨床検査技師・衛生検査技師等に関する法
律の一部を改正する法律」の施行により「臨
床検査技師等に関する法律」に改称

4月●「検体検査プロモーションコード」を策定
1月● 臨床検査の普及を目的に第１回目の単行本 

「ここが知りたい！ 病気と検査のはなし」を出版。以後、毎年出版
4月●日衛協ホームページを開設

11月●協会創立25周年ならびに法人化10周年記念式典を挙行

9月●衛生検査所生涯学習通信講座開講

4月●第１回医療フォーラムを開催。以後、随時開催
3月●常陸宮同妃両殿下をお迎えして協会創立20周年記念式典を挙行

7月●衛生検査所生涯学習通信講座設立準備委員会を設置

3月●厚生大臣の設立許可を受け「社団法人日本衛生検査所協会」設立

4月●厚生省（当時）が「衛生検査所指導要領」を制定

7月●GCLP（Good Clinical Laboratory Practice）推進委員会発足
5月●「衛生検査所倫理綱領」を制定

4月●法改正により衛生検査所はすべて登録を要することとなり「日本衛生検査所協会」と改称

5月●「登録衛生検査所」の普及にともなって「日本登録衛生検査所協会」に改称
11月●初の「臨床検査月間」を実施

3月●第１回学術研究発表会を開催　4月●日本臨床検査専門学院を開講
11月●協会紙「ラボ」創刊

9月●本協会独自の精度管理調査を開始

3月●「登録衛生検査所制度」創設を契機に「全国臨床検査所協会」設立

1月●臨衛技法の改正法施行とともに「登録衛生検査所制度」創設

5月●臨床検査技師・衛生検査技師等に関する法律（臨衛技法）改正

協会創立45周年記念式典を挙行●11月
精度管理運用のガイドライン（指針）を策定●10月

「医療法等の一部を改正する法律の一部の施行に伴う厚生労働省関係省令の整備に関する省令」公布●7月
測定標準作業書（SOP）の作成方法及びモデル例を公開●6月

日衛協創立45周年記念ロゴマークを制定●6月

「医療法等の一部を改正する法律」施行●6月

「細菌検査検体取り扱いガイドライン」を策定●3月

「一般社団法人日本衛生検査所協会」へ移行●4月
常陸宮同妃両殿下をお迎えして協会創立40周年記念式典を挙行●3月

衛生検査所のためのBCPガイドラインを策定●2月

「省令改正」により、現行の検査分類の下に2次分類を追加●4月
細菌検査塗抹・培養ガイドラインを策定●12月

衛生検査所事業継続のための新型インフルエンザ対策ガイドラインを策定●5月

協会創立35周年・法人化20周年記念式典を挙行●5月
感染症法に準拠した衛生検査所における病原体安全管理マニュアル（ひな型）を策定●12月

道路交通法改正を受け「血液検体輸送中マーク」を作成●6月
衛生検査所業検査項目別原価計算基準を策定●11月

日衛協ならびに検査関連四団体による臨床検査振興協議会が発足●4月
衛生検査所における個人情報の適切な取扱いのためのガイドラインを策定●3月

日衛協「創立30周年記念史」発刊●3月
日衛協シンボルマーク決定●9月

検査団体として国内初の「ヒト遺伝子検査受託に関する倫理指針」を策定・公表●4月
第１回「病気と検査の思い出エッセイ」を一般から公募。以降、毎年公募●1月
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日衛協のこれまでの主な歩み



支部事務局

北海道支部
〒060-0005　　　011（641）6311
北海道札幌市中央区北5条西18丁目9番地1
札幌臨床検査センター株式会社内

東北支部
〒984-0002　　　022（390）9831
宮城県仙台市若林区卸町東4丁目1番7号
株式会社江東微生物研究所仙台支所内

関東甲信越支部
〒112-0004　　　03（5805）5255
東京都文京区後楽2丁目3番28号 
K.I.S飯田橋2階
一般社団法人日本衛生検査所協会内

北陸支部
〒920-8217　　　076（237）3104
石川県金沢市近岡町309番地
株式会社アルプ内

中部支部
〒505-0046　　　0574（26）1718
岐阜県美濃加茂市西町7丁目169番地
一般財団法人総合保健センター内

近畿支部
〒542-0083　　　06（6253）2467
大阪府大阪市中央区東心斎橋1丁目3番10号
長堀堂ビル601号

中国支部
〒720-0831　　　084（932）3393
広島県福山市草戸町1丁目23番21号
株式会社福山臨床検査センター内

四国支部
〒761-2101　　　087（877）0111
香川県綾歌郡綾川町畑田3322番地
株式会社四国中検内

九州支部
〒810-0021　　　092（731）2522
福岡県福岡市中央区今泉2丁目1番32号
ライオンズマンション天神南501号

◆本協会関連機関　衛生検査所業公正取引協議会

◆お問合せならびにご連絡は本協会事務局まで

〒112-0004 東京都文京区後楽2丁目3番28号 K.I.S飯田橋2階　TEL 03（5805）5250／FAX 03（5805）5252

http://www.jrcla.or.jp/    E-mail:info@jrcla.or.jp

JR総武線「飯田橋」駅　東口徒歩5分
東京メトロ有楽町線/東西線/南北線「飯田橋」駅　A1/B1出口徒歩5分
都営大江戸線「飯田橋」駅　C2/C3出口徒歩2分


